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は じ め に

わが 貝塚 市 は、北 に波静か な大 阪湾 、南 に緑 豊か な和泉 山脈 に接 し、恵 まれ た 自然環境 を

有す る地域で あ ります。市 内各所 に は様 々な遺 跡が 存在 します。

特 に沢、浦 田、脇浜地域 は遺跡 の集 中地帯 を な し、古 くか ら人 々の活発 な活動 の様子が 窺

えます。今 回 これ らに加 え、 「脇 浜川端遺 跡」 とい う新 しい遺跡 を発見 、調 査で きた ことは

非常 に貴重 な こと と考 えます。

本 書刊行 にあ た りま して、皆 様の文化 財 に対す る ご理解 を深 めて頂 くとと もに、文化 財の

保護、保 存、研究 の一 助 となれば幸 い に存 じます。

な お、調査並 びに本書作成 にあた り、関係各 位 に は多大 な ご理 解、 ご協力を頂 き、 ここに

深 く感 謝 申 し上 げ ます とともに、今 後 と も本 市文化 財保護行 政 に対す る一層の ご理解 とご支

援 をお願 いす る次第で あ ります。

平 成11年3月31日

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育長 福 井 豊 彦



例 己

i.本 書 は、大 阪府貝塚 市脇浜4丁 目722地 内 にお いて実施 した、農業 基盤整 備事業 に伴 う

事前発 掘調査 の概要 報告で あ る。

2.確 認調 査 は平成9年3月19日 か ら3月28日 、発 掘調査 は平成9年9月10日 か ら10月20日

(第1期)、 平成10年7月21日 か ら9月17日(第2期)に か けて実 施 した。 内業 整理 にっ

いて は、平成10年9月31日 に終 了 した。

3.調 査 にあた って は、貝塚 市役所 建設部農林課 、土地所 有者、 地元関係 者各位 よ り多大 な

理解 と協力 を得た。記 して感謝 の意を表す 。

4.発 掘 調査 は貝塚市教 育委員 会教育部社 会教育課 文化財係 、学芸員三 浦 基(第1期)、

前川浩 一(第2期)が 担 当 した。

現 地 ・内業調査及 び本書作 成 にか か る諸作業 にっ いて は下記 の諸 氏の参加 を得 て実施 し

た。

稲 田宏美 川畑乃 文 藪 智子 米子千 智 宮 宇地静佳 南 明美

田所 由佳 大 石温 子 瀬川唯親 河瀬麿 宏 西出安芸 子

5.本 書 の執筆 、編 集 は前川 が行 った。

6.出 土 遺物、調 査記録 は貝塚市 教育 委員会 にて保管 して い る。
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1調 査 に至 る経 過

貝塚 市で は、大阪府貝塚 市脇浜地内にて平成8、9年 度事業 と して農地基盤整備を計画 した。

貝塚市建設部農林課 よ り埋蔵文化財の取扱 いについて協議の申 し入れがあ った。

工事予定地は近木川右岸に位置 し、周知の遺跡範囲内には含 まれなか った。 しか し、周辺は本

市において遺跡密度 の高 い地域であ り、本予定地 において も何 らかの遺跡が存在す ることを想定

で きた。また、3haも の広大な土地 に、縦横 に農道、水路の建設を行 うとい うものであ り、不 時

発 見による工事への影響 は大 きい と予想 された。

そ こで協議を重ねた結果、事前に埋蔵文化財の有無確認のための調査実施 にっいて合意をみた。

しか し、協議中に事業延期(平 成9、10年 度事業に変更)と な り、計画確定後に確認調査を実施

す ることとなった。

平成8年11月7日 付 にて農林課よ り本事業 に関す る 「蔵文化財確認調査の依頼書」が提出され、

本格的 な協議を開始 した。調査 については、現状が農地であり、農閑期 に しか着手で きない、予

算等の条件か ら、平成8年 度末実施 とな った。

確認調査 は平成9年3月19日 か ら3月28日 にかけて実施 した。対象地道路予定地 内に、1.5×

10mの 調査区を10ケ 所設定 した。10ケ 所の内、近木川 に近い部分、対象地西側 に設定 した7ケ 所

の調査 区では遺構等 は存在せず、東側 に設 定 した3ケ 所よ り、中世～近世 と見 られる溝跡、遺物

包含層 を確認 した。 この結果か ら、道路、水路部分等遺跡を破壊す る部分 については、発掘調査

が必要 との判断 となった。

この判断をもとに、事業担当課 に埋蔵文化財発見通知書の提出を求め、協議を重ねた結果、遺

構等を発見 した部分内、道路、水路予定地 において発掘調査を実施す ることの合意をみた。

平成9年4月28日 付にて埋蔵文化財発見通知書が提 出され、大字 「脇浜」小字 「川端」を とっ

て、脇浜川端遺跡 と命名 し、遺跡の新規登録をお こな った。

本体事業が2年 度 に跨が るため、発掘調査について も2年 度に分割 し、平成9年 度 に西側部分

(第1期)、 平成10年 度に東側部分(第2期)を 実施 することにな った。前者は平成9年9月10

日か ら同年10月20日 にかけて、調査必要 な しと判断 した予定地西半 の本体工事 と並行 して実施 し

た。調 査面積約315㎡ であ る。後 者 は平成10年7月21日 か ら同年9月17日 にか けて実施 し、調

査面積約790㎡ である。調査面積合計約1,105㎡ 、調査期間合計約3.5ケ 月である。
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5長 楽寺跡7地 蔵堂丸山古墳8地 蔵堂廃寺9下 新出遺跡10秦 廃寺15麻 生中新池遺跡16河 池遺跡

19泉 州麻生塩壷出土地20堀 遺跡21橋 本遺跡22貝 塚寺内町遺跡23加 治 ・神前 ・畠中遺跡28沢 城跡

29新 井 ・鳥羽遺跡30新 井 ノ池遺跡31半 田遺跡32麻 生中遺跡34澱 池遺跡35積 善寺城跡

36清 児遺跡38高 井天神廃寺 ・高井城跡43ニ ツ池遺跡51窪 田造跡・窪田廃寺55槍 ケ谷城跡

56半 田遺跡(清児地区)57堤 遺跡58小 瀬五所山遺跡59石 才遺跡60王 子遺跡61土 生遺跡

64海 岸寺山遺跡66脇 浜遺跡67今 池遺跡70石 才南遺跡71名 越遺跡72地 蔵堂遺跡73名 越西遺跡

75新 井・鳥羽北遺跡79王 子西遺跡80津 田遺跡82福 田遺跡86麻 生中出口遺跡87小 瀬遺跡

88堤 三宅遺跡89沢 新開遺跡91堀 新遺跡93麻 生中下代遺跡94堀 秋毛遺跡95半 田北遺跡

97東 遺跡102津 田北遺跡103久 保遺跡110海 塚遺跡111脇 浜川端遺跡

図1貝 塚 市 遺跡 分 布 図(部 分)S=1/25000
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∬ 位 置 と 環 境

脇浜川端遺跡 は今回の農地基盤整備事業に伴 う確認調査 によって発見 した遺跡であ る。

本遺跡 は本市西部、大字 「脇浜」に位置 し、本市中央部を ほぼ縦断 して流れ る近木川右岸の氾

濫原上、河 口部か ら内陸に約800m溯 る地点に立地す る。標高 は3.8～5mを 測 る。遺跡 は氾濫原

東端に位置 し、近木川か らは東 に約100m離 れる。(図2)

東には都市計画道路堺 ・阪南線、南海本線が通 り、また、紀州街道が南北 に通 っている。北側、

東側は住宅地、工場地 となっているものの、西側 は近木川 に沿 って農地が広が ってい る。

周辺 の遺跡 としては、近木川右岸、北 には、都 市計画道路貝塚 中央線敷設 に伴 う発掘調査(昭

和60年 ～平成2年 、第1次 ～第4次)に よ り、縄文時代晩期か ら近世 にかけての遺構 ・遺物が発

見 された脇浜遺跡、平安時代末期の寺院跡 とされる長楽寺跡、東 には本市最大の遺跡範囲を有 し、

古墳時代か ら近世にかけての遺構等が検出された加治 ・神前 ・畠中遺跡が存在する。左岸 は本市

における遺跡集中地帯の一っである。平成6～8年 、市営住宅建設工事に先立つ発掘調査等にお

いて、近世初頭以降の農地開発が明 らか となった沢新 開遺跡、中世以来、沢地域の惣墓であった

沢共同墓地遺跡、中世集落跡 ・中世末期の城跡で ある沢城跡、弥生時代 ・奈良時代 ・中世の遺構

を検 出 した沢遺跡、 中世後半 の集落跡を検 出 した澱池遺跡、平安時代末期の寺院跡 ・中世集落が

想定 され る窪田遺跡 ・窪 田廃寺跡が存在す る。

周辺 は地理的に、中位段丘、完新世砂堆、氾濫原、開析谷、河 口部デルタ等複雑な地形を有す

図2調 査地位 置図
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る地形である。先述 した遺跡では、脇浜遺跡 、長肇寺跡、加治 ・神前 ・畠中遺跡(近 木川右岸)、

沢城跡、沢遺跡、澱池遺跡、窪田遺跡 ・窪田廃寺跡(左 岸)が 段丘上 に、その他は砂堆、氾濫原

に位置 し、安定 した段丘上以外、遺跡の状態は良好でないとい う状況が読 み取れる。段丘上 では

弥生時代以降、集落、農地が造成 され る。砂堆部等では、中世後半に主に農地 として、開発が始

まるものの、活発な利用は近世になるという状況である。,

しか し、河川が護岸によ って安定す るのは現代に入 ってか らであ り、氾濫原等、後の地形変化

が激 しい地域 は、現状の遺跡が総てであるとは言えないであろ う。

脇浜遺跡では、段丘下 の砂積部 において、旧石器時代～縄文時代等古い時代の遺物が多数 出土

し、古墳 時代か ら近世にかけての遺構が検出されている。縄文土器等古い時代の ものは段丘上か

らの流れ込みであ る。時代 は下 るものの、遺構では古墳時代か ら人々の活動があ った ことを示 し

て いる。近木川左岸では砂堆部には沢海岸遺跡等、多数の遺跡が存在す る。現状では これ らの遺

跡 に対す る本格的な調査 は実施で きてお らず、遺構等は明確ではないが、古墳時代以降の遺物が

多数採取 されて いる。流 れ込み と考え られ る摩滅 した遺物 も多 いが、 ほとん ど摩滅がな く、周辺

に遺構の存在が考え られる遺物 も多い。

遺跡 として確定す るのは、近世以降であるが、中世を含め、 それ以前につ いて も、人 々の活動

は見え隠れ してお り、今後の調査に期待がかか る。
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皿 調 査 結 果

1.調 査 の概 要

発 掘 調 査 は工事 計 画 に もとづ き、道路 、 水路 設 置 予 定地 に総 延 長240m、 幅 は道 路 部6m、 水

路 部1.5m、 面積1,105㎡ の調 査 区を設 定 して実 施 した。

調 査 区に お いて、 国 家座 標X=-173230、Y=-59770を 起 点 と して 、5×5mの 区画 を設 け、

東 西 に24区(西 か らA～X)、 南北 に24区(北 か ら1～24)と した 。(図3)

調 査 は平成9年 度 を第1期(第1区)、,平 成10年 度 を第2期(第2区)と した 。調査 区 は第1

期道 路 部 分(第1-1区)、 水 路部 分(第1-2区)、 第2期 北 側道 路 部 分(第2-1区)、 南

側道 路 部 分(第2-2区)の4分 割 と し、 さ らに、 第2期 分 につ いて は、 南北 に通 る水 路 によ り

分 断 され るため 、 それ ぞれ 東半 、 西半 と した 。以 下 、 この 区分 け にて説 明 す る。

調査 で はほぼ全 面 にお いて、 中世 か ら近 世 の溝 、 流 路 、農地 を検 出 した 。大 部分 は近 世 の もの

で あ るが 、調 査 区 の東端 で は中世 の溝 、流 路 を検 出 した。

図3調 査区地区割図
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2.基 本層 序(図4、 表1)

調 査 区 は6筆 の農 地 に跨 が り、 東 か ら西 にか けて段 を持有 し下が って い く。 段 は大 き く4っ あ

り、 現 状 標 高 は 、 東 端5.1m、 中 央 南4.9m、 中 央 北4.5m、 西 端4.3mを 測 る。 東 西 間 の 比

高0.8mを 測 る。

土層 の堆 積 はそ れぞ れ の段 に よ って異 な るが 、基 本 層序 は大 き く6層 に分別 で きる。耕 作 土 の

下 に、 ほぼ全 面 に広 が る褐 色土(第2層)、 第2-1、2区 に広が る黄 褐 色土(第3層)、 第2

-2区 に広 が るにぶ い黄 橙 色 シル ト(第4層)
、第2-2区 東端 に存 在 す る褐 灰色 土(第5層)、

そ の下 に 、地 山 とな る灰 褐 色砂 礫 とな る。

先 の段 に応 じて 、 これ ら土 層 の組 み合 わ せが 異 な る。第1-1、2区 、 第2-1区 西半 は第2

層 、第2-1区 東半 は第2、3層 、第1-2区 一 部 、 第2-2区 西半 は第2、4層 、 第2-2区

東半 西 側 は第2、4層 、東側 は2～5層 の堆 積 とな る。 な お、各 層 間で 部 分的 に しか 堆積 しな い

もの、 厚 みの 薄 い もの につ い て は、整 地層 と してSX番 号 を付 して 掘削 した。

遺構 は各 層 上 面 にて 精査 したが 、 こち らも土層 に応 じて異 な る。第1-1、2区 で は第2層 の

上面 、 下面(地 山面)、 第2-1区 で は第2層 の下 面(第3層 上 面)、 第3層 下面(地 山面)、

第2-2区 東 半 西側 で は第2層 下面(第4層 上面)、 第4層 下 面(地 山面)、 東 側 で は第2層 下

1.耕 作 土

2.褐 色 土(第2層)

3.オ リ ー ブ 褐 色 土

4.S%-1101,1102

5.黄 褐 色 土(第3層)

6.判 一ブ黄 色 砂 質 土(SX-2101)

7.に ぶ い黄 橙 色 シル ト(第4層)

8.褐 灰 色 土(第5層)

9.刺 一ブ褐 色 土 、 黄 褐 色 土 プロヲク(SX-2202)

【0.に ぶ い 黄 橙 色 シル ト(SX-2203)

u."土 礫 混(SX-2241)

[2.橙 色 土(SX-2204、1層)

図4調 査区土層模式図

13.褐 灰 色 土(SX-2204、2層)

14.明 褐 色 シル ト礫 混(SX-2204、3層)

15.明 褐 色 シル ト粗 砂(SX-2204、4層)

16.明 褐 色 シル ト(〃)

17.灰 色 土 礫 混(SX-2201)

地 山 、 灰 褐 色 砂 礫
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地 区

i-i 1-2

耕作土

第1面

第2層

黄褐色土

第2面

耕作土

第1面

第2層

黄褐色土

第2面

1-2南 端

耕作土

第1面

第2層

黄褐色土

第2面

第4層

にぶ い黄橙色

シル ト

2-1西 半 2-1東 半

耕作土

第2層 .

黄褐色土

第1面

1101,1102

第2面

耕作土

第2層

黄褐色土

第1面

第3層

黄褐色土

第2面

2-2西 半

耕作土

第2層

黄褐色土

第1面

第4層

にぶい黄橙色

シル ト

第2面

2-2東 半 西

第2層

黄褐色土

第1面

第4層

にぶ い黄橙色

シル ト

第2面

2-2東 半 東

第2層

黄褐色土

第1面

第5層

褐灰色土

第2面

表1堆 積層、遺構面対照表

面(第3層 上面)、 第5層 下面(地 山面)、 第2-2区 西半で は第2層 下面(第4層 上面)、 第

4層 下面(地 山面)に て遺構を検 出 し、それぞれ前者を第1面 、後者を第2面 とした。 なお、第

2-2区 東半東側第5層 上面 には遺構が存在 しない。 また、第1-1、2区 の第1面 にっいて は、

遺物等の検討か ら現代の ものであると判明 したため、今回の報告で は割愛す る。

3.検 出遺構

調査で は、近世 の流路を中心 に多 くの遺構を検 出 した。細長い調査区に対 して直行す る形で多

くの遺構を検出 したため、全体規模の判明す るものは少 ない。第1期(第1区)よ り説明す るが、

上下に切合関係を もっ ものが多 く、成立順 に下層遺構よ り説明す る。

第1-1区 第2面(図5)

SX-201(図 版1、5)

本遺構はP、Q-12、13区 にて検 出 した畑地であ る。調査区外に広がるため全体の規模 は不 明

だが、検 出幅1.6m、 深さ0.1mを 測 る0小 畦に区切 られた8区 画を検出 した。畦埋土 はオ リーブ

褐色土 、区画埋土 はオ リーブ褐色砂礫である。方向は座標北 に対 して東 に48° 振る北東、南西で

ある。遺物 は陶磁器が出土 した。

SD-201(図 版1、7)

本遺構 はQ～S-13～15区 にて檎出 した畑地である。調査区外 に広が るため全体の規模は不明
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だ が 、検 出 幅1.6m、 深 さ0.1mを 測 る。 畦 に区切 られ た3区 画 を検 出 した。 畦埋 土 はオ リー ブ褐

色 土 、区 画 はオ リー ブ褐 色砂 礫 で あ る。 方 向 は座 標 北 に対 して東 に33° 振 る北東 、 南西 で あ る。

遺 物 は陶 磁 器が 出土 した。

SX-205(図 版1、6、7)

本 遺構 はS、T-14～16区 に て検 出 した畑 地 で あ る。調 査 区外 に広が るた め全体 の 規模 は不 明

だが 、検 出幅1.7m、 深 さ0.05m、 長 さが 判 明 す る もので は4.9mを 測 る。 畦埋 土 はオ リー ブ褐 色

土 、 区画 はオ リー ブ褐 色 砂礫 で あ る。方 向 は座 標 北 に対 して 西 に37° 振 る南東 、 北西 で あ る。遺

物 は 陶磁 器が 出土 した。

SX-203(図 版1、8)

本 遺構 はT、U-16、17区 にて 検 出 した畑 地 で あ る。調 査 区外 に広 が るため全 体 の規 模 は不 明

だが 、検 出幅5.2m、 検 出長4m、 深 さ0.2mを 測 る。 大 区画1つ の みで あ る。 畦埋 土 はオ リー ブ

褐 色 土 、 区画 内 はオ リー ブ褐 色砂 礫 であ る。 方 向 は座 標北 に対 して 西 に37° 振 る南 東 、北 西 で あ

る。 遺物 は陶 磁器 が 出土 した 。

SX-202(図 版1).

本 遺 構 はU-17区 にて 検 出 した畑 地で あ る。調 査 区外 に広 が り、攪乱 等 に切 られ るため 、全 体

の規 模 は不 明だが 、検 出長2.7m、 深 さ0.1皿 を測 る。畦 埋土 はオ リー ブ褐 色 土 、区 画 はオ リー ブ

褐 色 砂 礫 で あ る。 方 向 は確 定 で き な いが 、 検 出 部 分 で は203と 同 じで あ る。 遺 物 は陶 磁 器 が 出

土 した。

SX-204(図 版1、9う

本 遺構 はU～W-16～18区 にて 検 出 した段 で あ る。 検 出長18.5m、 比 高0.35mを 測 る。 にぶ い

黄 褐 色粗 砂 礫 に よ って 嵩上 げ され て い る。東 か ら西 に下 が る。近 世 段 階 に嵩上 げ され た もの と見

られ る。 遺 物 は磁 器、 瓦片 が 出土 した。

第1-2区 第2面(図5)

鋤溝 群(図 版1、9)

これ らはJ、K-18、19区 に て 検 出 した 鋤 溝 群 で あ る。 検 出長1～1.5m、 幅0.1～0.2m、

深 さ0.05mを 測 る。方 向 は座 標 北 に対 して南 北 で あ る。 埋 土 は褐 色 土で あ る。 遺物 は陶磁 器 が 出

土 した。

第2-2区 東半 第2面(図5、6)

SD-2240(図 版2、10)
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図5第2面 遺構配置図
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本遺 構 はE-15、16区 にて検 出 した溝 で あ る。調 査 区外 に広 が るが検 出長5.6m、 幅0.7m、 深

さ0.15mを 測 る。埋 土 は褐 灰 色土 で あ る。底 辺 は凹凸 が あ り比 高 は明 確 で はな いが 、南 東 か ら北

西 に流 れた と見 られ る。座 標 北 に対 して 西へ22° 振 る方 向で あ る。 遺 物 は瓦器 椀 片 、土 師 器片 、

瓦片 が 出土 したが 、 図示 で き る もの はな い。 性 格 と して は農 業 水路 と見 られ る。 中世 後 半 に埋没 。

SX-2204(図 版2、10、11、12)

本 遺構 はC～E-13～16区 に て検 出 した 自然 河 道で あ る。 東 端部 の 検 出で あ り調査 区外 に広 が

るた め 全体 の 規 模 は不 明 だ が 、 検 出 長8m、 検 出幅17m、 深 さ0.8mを 測 る。 埋 土 は6層 に分

別で き、上層 か ら橙 色 土(第1層)、 褐 灰色 土(第2層)、 褐 色 シル ト礫 混(第3層)、 褐 色 シ

ル ト(第4層)、 明褐 色 シル ト(第5層)、 褐 灰 色細 砂(第6層)で あ る。南 東 か ら北 西 に流 れ、

比 高0.1mを 測 る 。2240を 切 って お り、2240埋 没 後 の 流 れ と見 られ る。 全 体 の 幅 と して は調 査

区東 側 に接 す る段丘 端 部 まで と推 定 で き る。 遺 物 は瓦 器片 、 土 師器 片 、磁 器、 鉄 製 品が 出土 した。

17世 紀初 頭 まで に徐 々 に埋 没 。

SX-2201(図 版12、13)

本 遺構 はE-15、16区 にて 検 出 した畦 で あ る。 調査 区外 に広 が るため全 体規 模 は不 明 だが 、検

出長5.6m、 上端 幅0.3m、 下 端 幅0.7m、 高 さ0.2mを 測 る。 埋 土 は灰 色土 礫混 で あ る。2240西 肩

の上 面 に築 か れて い る。方 向 は南東 ～北 西 で あ り、座 標 北 に対 して西 へ22° 振 る。遺 物 は瓦器 、

土 師器片 が 出土 した が、 少量 で あ り遺構 自体 は近 世 の もの で あ る。

SD-2205～2238(図 版12)

本 遺 構 はB～E-13～16区 、2204上 面 にて 検 出 した鋤 溝 群 で あ る。 検 出 長0.6～7m、 検 出

幅0.2～0.3m、 深 さ0.05mを 測 る。 埋土 は黄褐 色 砂質 土 で あ る。座 標 北 に対 して 西 に75° 振 る も

の2条 、東 に17° 振 る もの1条 、西 に23° 振 る もの3条 、 そ の他 は東 に47° 振 る。 遺物 は瓦器 、

土 師器 片 の他 に 陶磁 器が 出土 したが 、 図示 で き る もの は ない 。

2201、2205～2238は 層 位、 方 向性 か らみて 、 同時 期 の もの とで き る。 畦 とそ の東側 に広 が る耕

作 跡 と言え よ う。 時 期 的 には近 世末 頃 とで き る。

SX-2202(図 版10、11)

本 遺 構 はE、F-15、16区 にて検 出 した整 地層 で あ る。 調 査 区外 に広 が るた め全 体 の規 模 は不

明 だが 、検 出長5.6m、 検 出幅5m、 深 さ0.1mを 測 る。埋 土 は オ リー ブ褐色 土 に黄 褐 色土 ブ ロ ッ

クを含 む。 本 遺構 は2201西 法 面 に被 って お り、2201と 関係 を 有 して い る。遺 物 は瓦器 片、 土 師器 、

片 、染 付片 が 出土 した 。
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SD-2239(図 版10)

本 遺 構 はE-15、16区 にて検 出 した溝 で あ る。2202上 面 に あ り、2201は 本 遺構 の東 肩 部 直上 に

存在 す る。 調 査 区外 に広 が るた め全体 の 規模 は不 明だが 、検 出長5.2m、 検 出幅0.3m、 深 さ0.05

mを 測 る。 埋土 は灰 色土 礫 混 で あ る。 底 辺 は ほぼ フ ラ ッ ト。 遺 物 は陶 器 片が 出土 した。

こ こま での 遺構 は座標 北 に対 して西 に22° 程度 振 る、 若 し くはそれ に 直行 す る方 向性 を踏 襲 し

て お り、整 然 と並 ん で い る。 この 原 因 にっ いて現 状 資料 か らは断定 で きな いが、 何 らか の意 識 が

働 いて い る こ とが 想 定で き る。

第2-2区 西半 第2面(図5)

SX-2241(図 版2)

本 遺構 はF、G-16、17に て 検 出 した 自然流 路 で あ る。 調 査 区外 に広 が るため全 体 の規 模 は不

明 だ が 、 検 出長5.2m、 検 出 幅4.5m、 深 さ0.1mを 測 る。 埋 土 は に ぶ い 黄 褐 色 土 礫 混 で あ る。

底 部 は フラ ッ トで あ る。遺 物 は土 師質土 器 片 、唐 津焼 片等 が 出土 した。

SX-2203(図 版3)

本遺 構 はF～1-17～20区 に て検 出 した 自然 流 路で あ る。調 査 区外 に広 が るた め全体 の規模 は

不 明 だが 検 出長5.2m、 検 出幅23.3m、 深 さ0.03～0.05mを 測 る。 埋 土 は にぶ い黄 橙 色 シル ト

で あ る。 比高 は無 いが 南東 か ら北 西 に流 れ る。2241を 削 りと る様 に流 れた と考 え られ る。 遺物 は

陶 磁器 、 瓦片 が 出土 した。

第2-1区 東半 第2面(図5)

SD-1207,1211,1212

本 遺 構 は1、J-4、5区 、 後 述1202下 面 に て検 出 した 鋤 溝 で あ る。 検 出長2～4.6m、 幅

0.2～0.45m、 深 さ0.03～0.05mを 測 る。 埋 土 は褐 色 土 で あ る。 本 来 は周 辺 に群 と して 存 在 し

て いた と考 え られ る。 遺物 は ない。

SX-1201(図 版14)

本遺 構 はG、1-3、5区 に て検 出 した整地 層 で あ る。調 査 区外 に広が るた め全体 の規 模 は不

明だが 、 検 出長6m、 検 出幅5.8～11m、 深 さ0.2mを 測 る。 幅 は南 東 か ら北 西 にか けて 狭 くな る。

埋土 は上層 はにぶ い黄褐 色 土 、下 層 は にぶ い黄 褐 色土 礫混 で あ る。 下 層上 面 に て、鋤 耕 に よ る変

色 を一 部確 認 したが 、鋤 溝 を検 出す るに は至 らな か った。 方 向 的 に は座 標 北 に対 す る南 北 で あ る。

遺物 は瓦器 、土 師器片 の他 に近 世 の 陶磁 器 が 出土 したが、 図 示 で き る もの はな い。

-12一



SX-1202(図 版14)

本 遺 構 は1～J-4～6区 にて検 出 した整 地層 で あ る。調 査 区外 に広 が るた め全 体 の規 模 は不

明 だ が 、 検 出 長9.5m、 検 出 幅6.5m、 深 さ0.2mを 測 る。 埋 土 は にぶ い 黄 褐 色 土 で あ る。 遺

物 は瓦 器、 土 師器 片 の他 に近 世 の陶磁 器 、鉄 製 品が 出 土 した 。

上 記 の1200番 代 遺構 群 は、 耕作 土 と鋤 耕作 跡 とい う関係 が 認定 で きる。

Pit-1208、1209(図 版15)

本 遺 構 はG-2区 に て検 出 した柱 穴 で あ る。1208は 直 径0.4m以 上 、深 さ0.15m、 柱 当 直径

0.3m、1209は 直径0.4m、 深 さ0.2m、 柱 当 直 径0.25mを 測 る。 埋 土 は暗 オ リー ブ褐 色 粘 土

であ り、柱 当 は粘土 に明褐 色 土混 で あ る。遺 物 は1208よ り瓦 片が 出土 したの みで あ る。

今 回 の調 査で は、柱 穴 と見 られ る もの は これ ら2ヶ 所 のみ で あ り、 検 出状況 等 か らす る と、柱

穴 と認定 す るに は問題 を もっ と思 われ る。

第2-1区 西 半 第2面(図5)

SX-1204(図 版4、15)

本遺 構 はK、N-6～10区 にて検 出 した 自然流 路 で あ る。調 査 区外 に広 が るた め全体 の規模 は

不 明 だが 、検 出長5.2m、 検 出幅18.5m、 深 さ0.5mを 測 る。埋 土 は6層 に分別 で き、1層 褐色 シ

ル ト礫 混 、2層 褐 色 シル ト、3層 褐 色 粗砂 、4層 褐色 シル ト、5層 褐 色細 砂、6層 褐 色 シル ト石

混 で あ る。砂 、 シル トの互層 にな り、 河川 の増 水 に伴 う流 れ、 埋没 と考 え られ る。 検 出 した地 点

で の方 向 は座 標北 に対 して 西 に32° 振 る。 南東 か ら北 西 に流 れ 、比 高0.1mを 測 る。底 辺 で は黒

色 粘 土 を埋 土 とす るPit遺 構 を 検 出 した が 、 埋 土 一 部 と見 られ る。 遺 物 は2～6層 にか けて

瓦 器椀 細 片が 多量 に出土 し、 その他 土 師器 皿片 、 須恵 器 片 、 陶磁器 片 が 出土 した。 出土 の主体 は

瓦器 で あ るが 、陶 磁 器か らす る と18世 紀前 半代 の 埋没 で あ る。 遺物 の 出土 は1層 は殆 ど無 い もの

の 、2層 か ら6層 まで平 均 して出土 して い る。 上 流 の それ ほ ど離 れな い 中世 遺 跡が 河川 によ って

破壊 され た結 果 と言 え よ う。検 出状 況 か ら第2-2区2203に 繋 が る可能 性 が高 い。

SX-1206(図 版4、16)

本 遺 構 はM、N-9、10区 にて検 出 した 自然 流 路で あ る。 層位 か ら1204埋 没 後 に流 れ た と見 ら

れ る。 調 査 区外 に広 が る た め 全 体 の 規 模 は不 明 だ が 、 検 出 長5.2m、 幅1.9m、 深 さ0.3mを

測 る。埋 土 は黒色 土 で あ る。 蛇 行が 大 き く、底 辺 は凹 凸 が激 し く、 比高 は計 測 で きな いが 、1204

と同 じ く南東 か ら北 西 に流 れ る。遺 物 は瓦 器椀 片 、土 師 器片 、須 恵 器片 が 出土 した。本 遺構 にっ

いて も、1204同 様 の性 格 が考 え られ るが、1204埋 没 後 ほぼ安 定 して い る平坦 地 を弱 く流 れ た言 え

る。
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SX-1205(図 版4、16)

本 遺 構 はN、0-10区 にて検 出 した 自然 流路 で あ る。調 査 区外 に広 が るため全 体 の規 模 は不 明

だ が 、 検 出 長5.2m、 幅0.8～1.5m、 深 さ0.05mを 測 る。 埋 土 は 黒 色 土 礫 混 で あ る。 座 標 北

に対 し西 に40° 振 る南 東 か ら北東 に流 れて い た よ うで あ る。比 高 はな い。遺 物 は瓦 器 、土 師 器片

が 出土 した。 本遺 構 にっ い て も、1206と 同様 の性格 と言 え るが 、同 時性 は不 明 で あ る。

第2-2区 東半 第1面(図6)

SX-2101

本 遺 構 はE、F-15、16区 、第4層 上 面 にて検 出 した 整地層 であ る。 調査 区外 に広 が るた め全

体 の 規 模 は不 明 だ が 、 検 出 長5.5m、 検 出 幅4.4m、 深 さ0.1mを 測 る。 埋 土 は オ リー ブ 黄 色

砂質 土 で あ る。遺 物 は瓦 器 、土 師器 片 が 出土 した。

本 遺 構下 面 、即 ち第4層 上 面 に て座 標北 に対 して西 に22° 振 る鋤耕 に よ る変 色 を確 認 したが 、

鋤溝 の検 出 には至 らなか った。

SD-2102～210了(図 版17)

これ ら はB～D-13、14区 に て 検 出 した鋤 溝 で あ る。 長1,1～6.2m、 幅0.25～0.4m、 深

さ0.04～0.1mを 測 る。埋 土 は褐 色 土 で あ る。 ほぼ1.5m間 隔で 並行 に並 び、畑 地 と見 られ る。 方

向 は北 東 ～南 西 で あ り、 座 標北 に対 して東 に50° 振 る。 遺物 は陶磁 器が 出土 した 。

第2-2区 西 半 第1面(図6)

鋤 溝群

本遺 構 は第4層 上面 にて検 出 した もの で あ る。 長0.7～3.7m、 幅0.15m、 深 さ0.01～0.03mを

測 る。 埋 土 は褐 色 土 で あ る。 座 標 北 に 対 して 西 に29° 振 る もの31条 、 西 に119° 振 る もの3条

で あ る。 遺物 はな い。

SX-2108

本 遺 構 はF、G-16区 にて検 出 した土坑 で あ る。 調査 区外 に広 が るた め全体 の規 模 は不 明 だが 、

検 出長2.9m、 検 出幅0.6m、 深 さ0,05mを 測 る。 埋 土 は褐 色土 で あ る。遺 物 は瓦質 土 器が 出土 し

た。

第2-1区 東 半第1面(図6)

SD-1118、1119(図 版18)

本 遺 構 はH、1-3、4区 にて検 出 した 畦の 痕跡 で あ る。検 出段 階で は上 面 が削 平 されて い た

た め＼ 下部 の 痕跡 を 溝 と して掘 削 して しま った 。南 半 は後 述 の溝 群 に破 壊 され て お り、痕 跡 も存

在 しな い。検 出長2～3m、 検 出 幅0.45～0.8m、 深 さ0.07～0.1mを 測 る。構 成土 は褐 色土 礫 混
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図6第1面 遺構配置図
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で あ る。 遺物 は無 く、 時期不 明。方 向 は1119が 座 標南 北 、1118が 東 西で あ る。第2-2区2201と

同様 の もの で あ るが 、 同時性 は不 明。

1118の 直下 は1201、1202の 間 に当 た り、1201、1202を 意 識 して1118が 構築 され て い る。 畦 と農

地 との関 係 を有 して い た可 能性 が 高 いが 、堆積 状 況 か らは断 定 で きな い。

SD-1103～111了 、1120、1121(図 版18)

本 遺 構 はG～J-2～5区 に て検 出 した 溝 で あ る。 検 出長2.3～7m、 検 出幅0.25～1m、

深 さ0.05～0.2mを 測 る。 埋 土 は褐 色 土 で あ る。 座 標 南 北 方 向 の もの4条 、 座 標 北 に対 して 東

に88° 振 る もの12条 で あ る。西 側 の密 集 す る一群 は農 地 区画 の 畦、 そ の他 の もの は鋤 溝の 残存 と

見 られ る。 遺物 は土 師 質土 器 、 陶磁器 が 出土 した。

本地 区 は東西 、 南北 を基 本 と して、2度 以 上 の農 地 改変 が 実施 されて い る。

第2-1区 西半 第1面(図6)

SX-1102

本 遺搆 はN～0-6～10区 にて検 出 した整 地層 で あ る。 調 査 区外 に広 が るた め全 体 の規 模 は不

明 だが 、検 出長5.2m、 検 出幅28m、 深 さ0.1mを 測 る。埋 土 は暗褐 色砂 質土 礫 混で あ る。 遺物 は

瓦器 、土 師 器片 、 陶磁 器が 出土 した。

SX-1101

本 遺構 はN～P-10～12区 に て検 出 した整 地 層 で あ る。調 査 区外 に広 が るため全 体 の規 模 は不

明 だが 、検 出長m5.2、 検 出幅10m、 深 さ0.1mを 測 る。 埋土 はオ リーブ褐 色砂 質土 に黄褐 色土 ブ

ロ ックを含 む。1101は1102に 接す る部 分 で上 に重 な り、 切 り合 い とは言 え な い。 両遺 構 は状況 か

ら、1204～1206埋 没後 、 凹凸 の あ る地 面 を整 地 した もの と見 られ る。遺 物 は瓦 器 、土 師器 片 、陶

磁 器 が 出土 した。

4.出 土 遺 物

調 査 で は幅広 い時代 の遺物 が 出土 した。 遺構 的 には近 世 を主 体 とす るに もかか わ らず 、量 的 に

は 中世 が最 も多 い。特 に14世 紀代 の ものが多 い。

以 下 、 その主 な もの にっ いて 記す 。 なお 、小 破 片 の た め写真 図版 を中心 に示す 。

SX-2204(図7、 図版19、25、26、27)

1は 瓦器 小 皿で あ る。 復元 口径9.4cm、 高 さ2.2cmを 測 る。保 存 状 態不 良 のた め調 整 は明確 で な

いが 、外 面 口縁 部 ヨ コナデ、 底 部 ナデ 、 内面 はナ デ後 ミガキ を施 す。25、28は 瓦器 椀底 部片 で あ

る。 弱 い貼 り付 け高 台 を持っ 。26は 瓦器 椀 口縁 部 片 で あ る。27は 瓦 器片 口片 で あ る。

29は 須 恵 器壷 頚 部 で あ る。
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44～47は 青 磁碗 片 で あ る。44、46は 体 部 、45、47は 底 部片 で あ る。龍 泉 窯 系の もの とみ られ る

が 、45は 褐 色 系 の釉 が か か るの で 同安窯 系 の可 能性 が あ るが 、焼 成不 良 と言 うだ け か も しれ な い。

53は 白磁小 杯 で あ る。 外面 は面取 りされ て お り、 内面 口縁部 は釉 を剥 ぐ。

SX-2202(図7、 図版20)

2は 潭 州 窯 系青 花 皿 で あ る。復 元 口径13.5cmを 測 る。 見込 み に花文 を 施 す。

SD-2239(図7、 図 版19)

3は 瀬戸 天 目椀 で あ る。 復元 口径11.3cmを 測 る。 淡褐 色 の釉 が かか るが焼 成 は不 良。

図 了SX-2204(D、SX-2202(2)、SD-2239(3)、SX-2241(4,5)、SX-2203(6,了)

SX-1201(8)、SX-1204(9～15)出 土 遺 物
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SX-2241(図7、 図版19)

4は 備前 摺鉢 で あ る。復 元 口径36cmを 測 る。 凸 の下 に重 焼 の痕 跡 。

5は 肥 前 系 陶器 向付 底部 片 で あ る。 復 元高 台 径4.7cmを 測 る。 見 込 み、 高台 には3ケ 所 つつ 胎

土 目跡 が残 る。灰 白色 の釉 が かか る。

SX-2203(図7、 図版20)

6は 肥前 系 陶器 向付 口縁 部 片 であ る。復 元 口径13.8cmを 測 る。灰 白色 の 釉が か か る。7は 肥 前

系 陶器 碗底 部片 で あ る。復 元 高 台径4.6cmを 測 る。削 出 し高台 で あ り、高 台か ら体 部 にか け て、

段 を有 す る程 の削 り跡 が残 る。灰 白色 の釉が か か る。

SX-1201(図7、 図版19)

8は 土 師質摺 鉢 で あ る。 復 元 口径20cmを 測 る。保 存 不 良 にっ き調 整不 明。30は 土 師質 甕体 部 片

で あ る。

SX-1204(図7、 図版21～24、26)

9は 瓦器 碗 口縁片 で あ る。 復 元 口径14cmを 測 り、 皿 の形 態 を 持 つ もので あ る。外 面 口縁 部 は

ヨ コナ デ、 体 部 はナ デ 、 内面 は丁 寧 な ナ デ後 横 位 ミガ キ を施 す 。10は 瓦器 碗 で あ る。 復 元 口径

10.5cm、 高 さ3.1cmを 測 る。 底部 には弱 い貼 り付 け高 台が 付 く。外 面 口縁 部 は ヨ コナ デ、体 部 は

ナ デ、 内面 は丁寧 な ナデ後 横 位 ミガ キ を施 す。

11は 東 播 系須 恵 器 こね鉢 で あ る。復 元 口径23.7cmを 測 る。焼 成 は良 好。

12、13は 白色 系土 師器小 皿 で あ る。復 元 口径 は前者10.3cm、 後者9cm、 高 さ1.7cm、1.7cmを 測

る。 保存 不 良 のた め調 整不 明。12は 砂 を含 ま な い精良 な胎 土で あ るが 、13は1mm程 度 の砂 が小 量

混 じる。14は 土 師 器小 亅皿で あ る。復 元 口径7.5cm、 高 さ1.2cmを 測 る。

15は 肥 前 系 陶 器京 焼 写 碗 で あ る。 高 台 径4.7cmを 測 る。 見込 み に は 山水 文 を施 し、 高 台 内 に

は 「木下 弥」 の刻 印 を押 す。

32は 土 師器甕 口縁部 片 で あ る。 保存 不 良 の た あ調整 不 明。古 墳 時代 の もの か。

33、34は 瓦器椀 片 で あ る。33に は弱 い貼 り付 け高 台が 付 く。35は 白色 系土 師器 小 皿で あ る。36は

土 師質 羽釜 片 であ る。37～40は 瓦器 椀片 で あ る。40に は弱 い貼 り付 け高 台が付 く。41は 土 師器 小

皿 であ る。

42は 瀬 戸 陶器 で あ る。粗 い胎土 に黄 白色 の粕 が か か る。 香炉 か 。

48は 龍 泉 窯 系青 磁碗 で あ る。外 面 に は蓮 弁文 を 施 す。

SX-1206(図7、 図版24)

16は 白色 系土 師 器小 皿 で あ る。復 元 口径9cm、 高 さ1.2cmを 測 る。 保存 不良 のた め調整 不 明。

砂 を含 ま ない精 良 な胎 土 で あ る。

-19一



43は 瓦 器椀 片 で あ る。 高 台部 が欠 落 して い るが、小 皿 で は な い と思 わ れ る。

SX-1102(図 版19)

31は 土 師質 土錘 で あ る。

第2区 第5層(図 版26)

51、52は 龍泉 窯 系青 磁碗 片 で あ る。51は 無文 で 口縁 が外 反 す る もの、52は 外 面 に退 化 した蓮 華

文 を 施す もの であ る。15世 紀 の もの。

第2区 第4層(図 版27)

54は 樟 州窯 系 白磁 底 部片 で あ る。 陶質 の胎 土 に分 厚 く白色釉 がか か る。染 付 はな い ものの 、厚

みか ら青 花盤 の可能 性が 高 い。

第2区 第3層(図 版29)

70、72は 土 師 質土 錘 であ る

71は 須 恵器 飯 タコ壷 であ る。 焼成 不 良 に つ き土 師質 で あ る。

第2区 第2層(図 版26、29)

49、50は 青 磁で あ る。49は 折 口皿 、50は 外 反 口縁 の碗 で あ る。 龍泉 窯 系 の ものか 。年 代 的 に は

15世 紀 と見 られ る。

65は 瓦質 の 香炉 底部 片 で あ る。 脚 が1ヶ 所 残 る。 江戸 時代 の もの。

66～69は 土 師質土 錘 で あ る。

石 材(図 版27)

55は1109出 土 の結 晶 片岩 、57～58は サ ヌ カイ ト片 であ る。 摩 滅が 進 み 、流 れ こみ と見 られ る。

56は1204、57、58は 第3層 出土 で あ る。 サ ヌカ イ トは何 れ も摩 滅が 激 しく受 けて お り、河 川 に よ

る流 れ込 み で あ る。

瓦(図 版28)

59～62は 平 瓦 、63、64は 丸 瓦 で あ る。59～63は 布 目跡 等 を 有 し、 中世 の もの と見 られ 、64は 近

世 で あ る。59、63、64は2203、60は1201、61は1210、62は 側 溝 出土 で あ る。

SX-201(図8、 図 版30)

17は 土 師器 甕 口縁 部片 で あ る。復 元 口径18.9cmを 測 る。摩 滅 のた め調 整不 明 。流 れ こみ と思 わ

れ る。古 墳 時代 の もの。
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73は 陶器 皿で あ る。 にぶ い黄橙 色 の釉 が かか る。 瀬 戸 ・美 濃 系か 。74は 磁器 碗 部片 と思 われ る。

細 く弱 い高 台が っ き、胎 土 は量産 産地 の もので はな く、近 郊 産地 の もの と思 われ る。

SD-201(図8、 図版30)

18は 須 恵 器鉢 口縁部 片 で あ る。復 元 口径24.2cmを 測 る。 焼 成 がや や悪 く土 師質 で あ るが、 摩 滅

が な く、流 れ こみで は な く整 地土 等 に混 入 し搬 入 され た もの か 。

76は ホ ウ ラ ク片 で あ る。穿 孔1孔 を有 す る把 手 が あ る。77は 丹波 摺鉢 であ る。

SX-202(図8、 図版30)

19は 須 恵 質 こね鉢底 部 片 で あ る。 詳細 は不 明。

SX-204(図 版30)

75は 染付 磁 器皿 で あ る。 見込 み に文様 を 施 すが 、小 破片 の た め 内容 は不 明。 瀬 戸 ・美濃 系 の も

の と考 え られ る。

第1区 第2層(図8、 図版31、32)

20～22、80は 肥 前 系 磁 器 で あ る。20は 染 付 孤 で あ る。 復 元 口径13.2cm、 高 さ4.5cmを 測 る。

21は 染 付 碗 で あ る。 復 元 口径10.3cm、 高 さ5.3cmを 測 る。 外 面 に は2重 網 目文 を施 す が 発色 は

薄 い 。22は 磁 器 皿 で あ る。 復 元 口径9.6cm、 高 さ2.5cmを 測 る。 見 込 み は 蛇 目釉 剥 ぎ、 高 台 も

図8SX-201(17)、SD-201(18)、SX-202(19)、 第1区 第2層(20～24)出 土 遺 物
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無釉で ある。80は 染付碗である。・見込みは蛇 目釉剥 ぎ、外面には草文を施す。

23は 和泉音 羽焼 向付底部片で る。高 台径6.8cmを 測 り.、削 り出 し高台、外面には飛 ガ ンナを

施す。写真図版 は接合 しない口縁部片であ る。82dま和泉音羽焼片 口である。

24は 黒色土器A類 椀であ る。復元高台径7.2cmを 測 る。摩滅のため調整不明。

78、79、81、85く86は 土師質土錘である83は 萩焼 ピラガケ杯である。

84は 弥生土器飯蛸壷片である。 コップ型の もの と思われ るので弥生土器 とす る。

87は 瓦質甕 口縁部片である。頚部か ら外反す る。瓦質であるが須恵器のように良 く焼成 されて

いる。近世の ものか。88は 堺系摺鉢である。'

瓦(図 版32)

89、90は 軒 丸 瓦 、91、92は 丸 瓦 で あ る。 小 破片 で あ るため詳 細 は不 明 で あ るが、 中世 末 か ら近

世 の もの で あ る。89、91は 第2層 、.90は 精 査 中 、92は 側溝 出土 で あ る。.

第2区 第1区

図版 遺物 番 号 登 録遺 物 番号 種 別 遺 構 図 版 遺 物番 号 登録 遺 物 番 号 種 別 遺 構'

i iz 瓦器 皿 2204 17 1 土 師 質≡匪 SX-201

2 i 青 花 皿 2202 is 8 須 恵 器鉢 SD-201

3 is 瀬 戸 天 目 2239 19 4 須 恵 器 こね 鉢 SX-202

4 is す り鉢 2241 20 26 肥 前 系 染付 皿 第2層

5 17 唐 津 向 付 2241 21 13 肥 前 系 染付 碗 第2層

6 3 唐 津 向 付 2203 22 17 肥 前 系磁 器 皿 第2層

7 2 唐 津 碗 2203 23 19 和 泉 音羽 焼 鉢 第2層

8 19 ・土 師 質 す り 鉢 iaoi 24 45 黒色土器A椀 第2層

9 39 瓦 器 椀 1204 73 2 陶 器 皿 sx-zoi

10 35 瓦 器 椀 1204 74 3 磁 器 碗 SX-201

ii 29 須 恵 器 こね鉢 1204 75 5 瀬 戸 ・奚濃 染 付 皿 SR-204

12 26 土 師 器 小 皿 1204 76 s ホ ウ ラ ク SD-201

13 25 土 師 器 小 皿 1204 77 7 す り鉢 SD-201

14 37 土 師 器 小皿 izoa 78 20 土 師 質土 錘 第2層

15 24 肥 前 系 陶 器碗 1204 79 21 土 師 質土 錘 第2層

16 42 土 師 器 小 皿 izos 80 22 肥 前 系 染付 碗 第2層

25 5 瓦 器 碗 2204 81 23 土 師 質土 錘 第2層

26 s 瓦 器 碗 2204 82 24 和 泉 音羽 焼 鉢 第2層

27 io 瓦 器 片 口 2204 83 25 萩焼杯 第2層

28 ii 瓦 器 碗 2204 84 12 弥 生 土 器飯 蛸 壺 第2層

29 9 須 恵 器壺 2204 85 14 土 師 質土 錘 第2層

30 20 土 師 質 甕 izoi as 15 土 師 質土 錘 第2層

31 18 土 師 質土 錘 iioz 87 is 瓦 質 聾 第2層

32 33 ニヒ師 質 型! 1204 88 is 堺す り鉢. 第2層

33 34 瓦 器椀 1204 89 kl 軒 丸 瓦' 第2層

34 38 瓦 器椀 1204 90 k4 軒 丸 瓦 精 査

35 36 土 師 器小 皿 1204 9L k2 丸 瓦 第2層

36 40. 瓦 器椀 iaoa 92 k3 丸 瓦 側 溝

37 23 瓦 器 椀 1204

38 31 瓦 器椀 1204

39 28 瓦 器椀 1204

「

第2区

40 30 瓦 器椀 1204 図 版 遺 物番 号 登録 遣 物 番 号 種 別 遺 構

41 32 土 師 器小 皿 1204 57 s3 サ ヌ カ イ ト 第3層

42 27 瀬 戸 陶 器香 炉 1204 58 s4 サ ヌ カ イ ト 第3層

43 41 瓦 器椀 izos 59 k3 平 瓦 2203

44 4 青 磁碗 2204 so k14 平 瓦 izoi

45 7 青 磁碗 2204 61 k24 平 瓦 iris

46 13 青 磁 碗 ・ 2204 sz k25 平 瓦 側 溝

47 14 青 磁碗 2204 63 k4 丸 瓦 2203

48 22 青 磁 碗 1204 64 k6 丸 瓦 2203

49 48 青 磁 皿 第2層 ss 46 瓦 質 香炉 第2層

50 49 青 磁 碗 第2層 ss 43 土 師 質土 錘 第2層

44 土 師質土錘 第2層51 51 青 磁 碗 第5層 67

52 53 青 磁 碗 第5層. 6S 45 土 師 質土 錘 第2層

53 8 白磁 小 杯 2204 69 47 土 師質土錘 第2層
'54

51 白磁 盤 第4層 70 50 土 師 質土 錘 第3層

55 SI 結 晶片 岩 1109 71 54 須恵質飯m 第3層

56
「

S2 サ ヌ カ イ ト 1204 72 55 土 師 質土 錘 第3層

表2出 土 遺物 対照 表
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Nま と め

今回の調査は道路、水路敷設場所が調査対象であったため、短 い幅に対 して延長が長い調査区

となった。その調査区に対 してほぼ直行す る形で大型の流路等を検出 し、遺構単独での性格等 に

っ いて、判断が困難であった。 しか し、上記の ように、直接構造的に連続 する状況で はない もの

の、先行す る遺構方 向等 を踏襲 し、影響を受 けていると考え られ遺構を多数検出 し、遺構総体で

検討す ると氾濫原における開発状況の一端が見えて くる。

以下、調査地の歴史的な流れをま とめ る。

本調査 において最古の遺構は、調査地東側 に位 置す る溝(2240)で ある。 出土遺物か ら14世 紀

代 に埋没 した ことは分かるが、掘削時期につ いては不明である。 しか し、幅0.7mと いう規模か

らす るとそれ程の年月の遡 りは想定で きず、14世 紀代 と推定 され る。数年単位の可能性が高い。

遺物の出土量か らは集落 に関わる排水溝等 は想 定で きず、農業用水路の可能性が高い。 この時期

の耕作跡 は後の流路によって破壊 された と見 られ、本遺構以外 には発見できない。そのため、土

地利用状況は判明 しないが、粗い石 を含む地山の状況か ら本溝 より西側には農地の想定はで きず、

東側を利用 していたとで きる。調査 区東端 は段丘端部に接 してお り、東側 と言 って も極限 られた

場所での土地利用である。 これ以前 の遺構 は確認で きず、段丘端部に最 も近い部分での利用であ

るので、氾濫原の荒れ地 に最初の農地開発が実施 された証拠 とす る事がで きるのではないか。

中世遺構は先の とお り本溝 のみであり、同時期の遺物包含層 も存在 しない。 したが って、中世

の状況 はこれ以上述べることがで きない。

本調査地において、遺構が 明確 になるのは近世初頭か ら前半 にかけてで ある。第2-1、2区

において、多数の流路跡(2204、2203、2241、1204、1205、1206)を 確認 した。 これ らは、氾濫

時の近木川小支流 と判断で き、当該時期 までは頻繁な流路変化があ った と見 られ る。

最大規模を持つ第2-2区 流路(2204)は 近世初頭埋没であ り、その意味では中世末頃の流れ

ともで きるが、流路であ るため成立時期 は明 らかにで きない。遺物にっいて も、何 れかの層位や

地区に集中す ることな く出土 してお り、中世に遡 らない可能性 は高い。本流路 は検 出地点では段

丘端部 に沿 ってお り、近世初頭段 階では中世の開発地 も再度荒れ地 とな ったよ うである。本流路

か ら西側にっいてはその他の流路が存在 し、ほぼ近世 を通 じて荒れ地を呈 していた と考え られる。

今回最 も多量に遺物が出土 した第2-1区 流路(1204)は 、一見す ると中世流路 の様に14世 紀

代 の瓦器椀片等が多量出土 した。その他、須恵器等の遺物 も含み、調査途中では中世の もの との

理解であ った。 しか し、2～5層 において、極小量ではあ るが18世 紀代 までの染付片、陶器片が

出土 し、近世前半に埋没 した事が判 明 した。近木川が氾濫、増水 した折 りに、調査地よ り上流の

中世遺跡 を破壊 し、流れ着 いた ものと考え られ る。

これ ら遺物の出所であ るが、摩滅を受 けているものの、器種、調整が不明になるものではな く、
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本地点よ りそれ ほど遠 くない地点に存在 した遺跡 と言え る。現状最 も有力な候補は、本調査地南

東約400m離 れ た地点 に位置す る沢城跡が ある。 旧集落下層 には、14世 紀代 の集落が存在 して

お り可能性は高 い。だが、近木川を挟み本遺跡の対岸 にあ るとい う点が弱い。更に上流では、加

治 ・神前 ・畠中遺跡があ る。遺跡の南西地域 には中世集落が想定 されてお り、第2の 候補 と成 り

得 る。遺物、地形か らは判断 は困難であり、未発見の遺跡の可能性 も含め、今後検討 したい。な

お、 これ以外の中世以前の遺物は摩滅が進む ものが多 く、地山に由来す るもの と考え られ る。

調査地西側では氾濫原を呈 している江戸前半期であ るが、東側では農地 と しての利用が確立 し

ている。 まず、第2-2区 東半では、流路(2204)埋 没後、溝(2240)上 面 に畦(2201)が 構築

され、それ に伴 う鋤溝群(2205～2238)、 耕作土に相当する第5層 が存在す る。また、畦の西側

整地土(2202)に っいて も一連の耕作土 と考 え られる。畦の西側 と東側 との同時性 は、造物量が

少 ないため断言 で きないが、明 らかに畦を意識、若 しくは、利用 している。第2-1区 東半 で

は、整地土(1201、1202)が 存在 し、それ らに伴 う鋤溝群が ある。 また、その上層 には畦(1118、

1119)が 存在 している。なお、当地区では、常に南北、東西を基本 と して耕作 を行 ってい る。

ここで問題 とな るのは、 中世溝(2204)と 近世畦(2201)の 方向が一致す ることである。単純

にみれば、溝は中世の もので はな く、近世段階、畦が構築 される直前 までの近世水路であ り、利

用形態が変更になったため、溝を埋め新たに畦を構築 したとできる。 しか し、堆積状況で は明 ら

か に、溝(2204)→ 流路(2240)→ 畦(2201)と な り、溝か ら畦への直接の繋が りは見いだせな

い。 この土地 自体 に規制 されたのか(近 木川水位 ・水量、標高等)、 土地利用農民に何 らかの中

世以来 の拘束が あったのか等の原 因が推定で きるが、現状で は断定で きない。ただ、氾濫原では

最高位 の標高を測 る地点であ り、中世以後、近木川 の開谷作用によって傾斜地 にな った形跡 は無

く、人為的なものであ る可能性 は高い。

幕末前後で は更に利用が拡大 し、調査地全域 において耕作跡が発見で きる。それまで は荒れ地

であ った西側 に も畑地がっ くられ(201、SX-201、203、204、205)、 第2-1、2区 西半で は

SX-1101、1102や 第4層 によ って整地 し農地 に変 えて い る。前者の畑地 は西 に下 る緩やか な傾

斜地 に立地 し、利用が一定 しないが、後者では一部変化はあるものの、大部分の鋤溝が一定方向

に掘 られてい る(第1面 鋤溝群)。 第2-1区 東半で は、第3層 によ って嵩上 げ した後、ほぼ東

西、南北 と踏襲 し、耕作を続 ける。第2-2区 東半分 は、 この段階ではそれまでの方向を捨て、

東 に50° 振 った方向にて畑地 と している(2102～2107)。 この段階 にて、 ほぼ現在の利用状況が

確定 した と言える。

以上、今回の調査では、近木川右岸氾濫原における農地開発の一端を明 らかにで きた と考え る。

因みに、 この結果 に関連 して、興味深 い点を一っ指摘 してお く。

先述の とお り、調査地東側 の利用は早 く、西側 は遅い とした。 この結果は調査前 の農地利用 と

非常 に リンクしている。東側は調査地 を横切る水路 より引水 し、主に水 田として利用 され、西側

は野井戸の水 によって畑地 と して利用されているのであ る。利用の古い地点ほど農地 としての高
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位利用 とな っていた。

利用 の状況の違いは、東側が標高が高 く、西側へ近木川 に近づ く程低 くな ってい るとい う地形

的な制約が主原因であ る。 しか し、生産性対 コス トや水利権問題があ るとは言え、近代以降の技

術を もってすれば、畑地 に水路を引き水 田化す ることは不可能ではないと考える。幕末以降、地

理的な要因だけで、同 じ利用形態にとどま ったとは言えないのではないか。連綿 と農地 を守 る努

力を した結果が水 田として今にあ ると考 えたい。東側 は氾濫原の中では好条件を備えているが、

氾濫原 内であることに変わ りな く、一度増水すれば総て流 され る条件は同 じであ る。

矮小 な土地や、谷地形等、地理的に悪条件 に置かれ た地点での開発は、地理的な制約 を受けた

と単純 に理解 されがちである。 しか し、利用の変化 を細か く追 うと、そこには人々の努力が観察

で き、連綿 と受け継がれていることが見 える。農地 を作 り守 った人 々の意識が感 じられる。単純

に地理的要因と して判断す るのではな く、意識の部分を大切にす る必要がある。

感想 めいたことを述べたが、地域を広 げ、河川付近の開発につ いて述べ、最後 とする。

氾濫原等農地に適 さない地形における開発 は、近世 に入 ってか らとの理解が一般的であ る。

本遺跡では中世段階で開発が開始 されて いる事を確認 した。但 し、それ以後の利用は低調であ

り、農地 として利用が確定す るのは幕末であ る。

同種の地形 における本市の調査例は、沢新開遺跡、津田北遺跡がある。前者は本遺跡西側、近

木川左岸のほぼ対岸氾濫原に位 置す る。市営住宅改築工事に伴 う平成6年 か ら8年 にかけての発

掘調査 によって、近世初頭以降の農地開発を明 らか に した。中世段 階で は荒れ地であ り、近世初

頭以降、溜 め井を掘削 し、主に畑地 として利用 して いた ことが判明 してい る。後者 は本市北部、

岸和 田市 との境界近 くを流れ る津 田川右岸デル タに位置 し、工場跡地の宅地造成 に伴 う平成9年

か ら11年 にかけての発掘調査によって15世 紀前半以降の農地 開発状況が明 らか となった。

これ ら3ケ 所 の発掘調査にて判断すると、河川右岸の開発が早い との理解が可能である。比較

検討の資料 は十分でない ものの、本市に存在す る2級 河川3ヶ 所(泉 佐野市との境界 とな る見出

川を含め)の 内2ヶ 所 の調査において、一般的な理解 とは異 な り、中世に この様 な地域での開発

が始 まっていると言 う事実を重視 したい。

残存 よりも流出す る方が多 い氾濫原での発掘調査であ り、 この様な悪条件下での中世か ら近世

にかけてを対象 とした発掘調査を殆 ど聞かな いので、結論を急がず、今後の検討課題 としたい。
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1
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出

遺

構

航 空写真 第1-1、2区
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2

検

出

遺

構

航 空 写 真SD-2240、SX-2204、2202、2241
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3

検

出

遺

構

航 空 写 真SX-2203
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4

検

出

遺
構

航 空 写 真SX-1204～1206
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5

検

出

遺

構

1.SX-201検 出 状 況 南 東 よ り

2.SX-201完 掘 状 況 南 よ り
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6

検

出

遺

構

1.SX-205検 出状 況 南 東 よ り

2.SX-205完 掘 状 況 南 東 よ り
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7

検

出

遺

構

1.SD-201南 よ り

2.SX-205南 東 よ り
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8

検

出

遺

構

1.SX-203検 出状 況 南 東 よ り

2.SX-203完 掘 状 況 南 東 よ り
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9

検

出

遺

構

1.SX-204」 匕よ り

2.第1-2区 鋤 溝 群 南 東 よ り
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検

出

遺

構

1.SD-2240、SX-2204、2202、SD-2239検 出 状 況 北 よ り

2.SD-2240、SX-2204、2202完 掘 状 況 北 よ り
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11

検

出

遺

構

1.SX-2204南 西 よ り

2.SX-2202」 匕よ り
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検

出

遺

構

1.SX-2204上 面 南 西 よ り

2.SX-2201検 出状 況 北 よ り
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検

出

遺

構

1.SX-2201ゴ 匕よ り

2.同 上 北 西 よ り
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検

出

遺

構

1.SX-1201南 よ り

2.SX-1202南 東 よ り
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検

出

遺

構

1.Pit-1208、1209西 よ り

2.SX-1204南 よ り
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検

出

遺

構

1.SX-1206南 東 よ り

2.SX-1205南 東 よ り
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検

出

遺

構

1.SD-2102～2107北 東 よ り

2.同 上 北 西 よ り
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検

出

遺

構

1.SD-1103～1119南 西 よ り

2.同 上 東 よ り
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19

出

土

遺

物

SX-2204(1,25^-29),SX-2239(3),SX-2241(4,5)

SX-1201(8、30)、SX-1102(31)出 土 遺 物
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20

出

土

遺

物

SX-2202(2)、SX-2203(6、7)出 土 陶 磁 器
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出

土

遺

物

SX-1204出 土 土 器
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22

出

土

遺

物

SX-1204出 土 土 器
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23

出

土

遺

物

SX-1204出 土 土 器
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24

出

土

遺

物

SX-1204(写 真 上)、SX-1206(16、43)出 土 土 器
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出

土

遺

物

SX-2204出 土 磁 器
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26

出

土

遺

物

SX-2204(47)、SX-1204(48)、 第2区 第2層(49、50)、 第2区 第5層(51、52)
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27

出

土

遺

物

SX-2204(53)、 第2区 第4層(54)、SX-1109(55)、SX-1204(56)

第2区 第3層(57、58)出 土 石 材
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28

出

土

遺

物

SX-2203(59、63、64)、SX-1201(60)、SX-1210(61)、 側 溝(62)出 土 瓦
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29

出

土

遺

物

第2区 第2層(65～69)、 第2区 第3層(70～72)出 土 土 器
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30

出

土

遺

物

SX-201(17、73、74)、SX-202(19)、SX-204(75)、SD-201(18、76、77)出 土 遺 物
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31

出

土

遺

物

第1区 第2層 出土遺物
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32

出

土

遺

物

第1区 第2層(21～23、84～89、91)、 側 溝(92)、 精 査(90)出 土 遺 物
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